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59, 862 is the number of child abuse consultation that a child consultation center of 2011 that Ministry of Health, Labour 
and Welfare announced coped with. This number rose approximately 3, 500 from 2010 and reached a record high. With 
“inappropriate relations” –the abuse in institution– that occurred in succession in a certain residential institution for children, 
institutions were directed to examine it including prevention of recurrence by administrative advice. The institution got “preventive 
measures against recurrences Committee” started promptly, and in the facilities, accidents wrestled for investigation analysis, 
inspection, the enforcement of the individual interview for personnel, holding of compulsory training for all six times, making 
of the prevention of recurrence organizational chart that was root and trunk of the facilities administration, the attitude survey 
of the staff by the naming questionnaire. This report is “preventive measures against recurrences Committee” activity practice 
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８．全職員対象「記名式アンケート」概要およ
び委員会からの総合所見
第8回「再発防止策検討委員会」が以下のようなアン
ケートを実施し、総合所見を導き出した。
職員意識調査アンケート集約概要と総合所見
主な記述・意見・問題提起・課題など
Q１ ＜再発防止策検討委員会活動の評価及び仕事への活用は？＞
・ 前田委員長の研修で「愛と知恵と勇気」のことばを意識している。特に勇気をもっての発言に心掛けてい
る。
・市川副委員長の研修（高齢児ケア）は今後の実践に役立てたい。
・高齢児に自己決定したことに対して責任のとり方を学ぶことを意識している。
・権利としての「性」を以前より深く考えるようになった。
・木村先生のマルトリートメント予防は共感できる面がありました。
・「研修」を受け「性的」な問題について日々の生活の中で意識するようになった。
・「報告」「連絡」「相談」を徹底するようにしている。
・ この委員会の活動が発足したきっかけになった様々な事故事例をしっかり受け止め誰にでも起こり得る問
題であることを認識しその防止には心を引きしめ再発防止に取り組む意識を強くした。
・ 前田委員長の「組織を見えるものにする、実践がなければ絵に描いたもちにすぎない！」を実行し毎日の
生活に少しは生かしている。
・この学園は「養育」ではなく「飼育」をしているという言葉がすごく考えさせられた。
・難しいのは自分自身にも不足があり、又関係性が壊れる事を恐れているのが現状。
・事故と言えることも見過ごしていることもありえると強く感じました。
・ 再発への研修に関してはヒントになる部分は多少はあったが、それによって行動するほどの強いインパク
トとはなり得ず、仕事に生かしているかというとそれはない。
・信頼される人材になれるためにはどうしたらよいか真剣に考えるようになった。
Q2 ＜学園がこれからめざすべき姿は？＞
・職員全体が信頼の下、一体となる為の努力が出来るように働きかけたい。
・家族的なあたたかい雰囲気をかもし出し、子どもたちが安心して生活をする学園を創る。
・規律と矯正ではなく思いやりとやさしさを持つことができる施設。
・予防教育法に則った養育の推進を。子どもと共に！を徹底する。
・職員が誇りをもって仕事が続けられる学園を目指す。
・「愛と知恵と勇気」をもって自分の職務に責任をもたなければならない。
Q３ ＜現在の主な取り組み及び貢献できる・したいことは？＞
・日々子どもとしっかり向き合って関係を築く。職員同士コミュニケーションを大切にする。
・積極的に意見を言う。一人ひとりを大切にする。担当以外の子どもにも目を向ける。
・専門的知識や技術を増やし子どもの話を今以上に聞いてあげる事と手厚いケアをすること。
・自立支援計画（リービングケアプログラムを確立したい。自立援助ホームの設立を目指したい。
・子どもの話をきくことからはじめている。
???＜総合所見・結論＞
　①　検討委員会は職員の意識向上、課題の整理、悉皆研修効果など一定の成果は得たと言える。
　②　建物構造上の問題、組織運営（人材育成）、自立支援計画、今後のあり方（将来構想）が問われた。
　③ 　一定の成果を踏まえた同委員会は発展的に解消、「新生・学園検討委員会」として来年度以降新たな活
動に切り替え、課題に挑戦し「施設改善から施設改革」をめざすことが期待されている。
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児童養護施設における「不適切な関わり」に関する再発防止策検討委員会実践報告
９．おわりに
Ａ学園の再発防止委員会の委員長を引き受けるにあた
って2つの条件をだした。①「不適切なかかわり」の防
止だけでなく将来の学園としての新たなビィジョンを持
って今後運営して欲しい。②大学業務などで、まとめな
どの業務ができない。①は再発防止の対応が終わった後
で施設の運営の中で行っていく。②は市川さんが行って
くれるということで取り組む。
再発防止委員会の立ち上げ、事故等調査分析・検証、
全職員を対象とした個別面談の実施、悉皆研修の開催、
再発防止対策のための新たな組織図の策定（新主任会）、
最後に職員の意識調査を行った。この活動の中で感じた
ことを、3つを述べていきたい。なお、今回の実践報告
には、4つの事例の分析や、職員の意識調査については
載せることができなかった。
１ ．あってはならないことであるが「いつでも、どこで
も、だれでも」ありうること
社会的養護を担っている職員にとって「まさか」とい
う意識がどこかにあったと思う。事件は「いつでもおき
る。どこでもおきる。だれでもおこす。」普段の生活の中
では危機意識が足りなくなってくることがある。今回は、
4つの事件が同時期に重なっていた。
事故後、全職員で再発防止のための取り組みをしてき
た。子どもたちの生活と権利を守れるように日常生活の
改善を図ってきた。また、全職員との面接やアンケート
や研修を通して、職員の意識改革を図ってきた。
２．子どもたちの心と命を守ろう
今回の事例の子どもたちが、「しあわせでしょうか？　
安心・安全・安定的な養育の場が保障されていたでしょ
うか？　」。児童養護施設は、治療をする施設ではなく、
子育てをする場である。職員及び子どもたち同士の日常
的な営みふれあいによって育つ。職員自らが、自らの生
きる姿や価値を日々の生活を通して子どもたちに伝える
場である。人間社会の一員として育てること、社会的人
間に育て、子どもの自立を図ることが使命である。それ
ぞれの子どもの各ステージで最良の発達が保障されなけ
ればならない。「ここの施設に育ってしあわせだった。」
と感じられる生活が必要である。今Ａ学園では全職員の
努力で運営が行われている。
３．過去の事故を忘れずに（二度と同じ事故の無いように）
木下茂幸氏は養護の専門性を、「他人の子どもを受容す
る。ファミリーケースワーク。発達課題（感情発達）に
対するアプローチ」をあげている。職員は専門職として、
子どもたちの安心安全な生活を保障するために、全力で
支援を行ってきていた中での事故である。現場で子ども
たちと正面から向き合い、対話しながら、子どもを真ん
中において二度と事故の無いように日々努力して欲しい。
私自身30年以上子どもと一緒に生活を共にしてきたが、
いまだ養護の専門性を十分に実践できておらず努力中で
ある。「涙流すな汗流せ、汝の仕事を最高のものとせよ」
